
　1960（昭和35）年3月9日に役場位置を字西原に決定して
協議がすべてまとまり、6月18日に山西村会で、19日に河原
村会で満場一致で両村の合併が決まり、新村名「西原村」とし
て9月1日に発足することになった。新村名は、「住民感情の融
和及び村民の最も親しみ易い名称として」、旧村名から一字ず
つ取って選定した。（「昭和34年８月以降　山西・河原町村合
併関係書類」）。
　郡は知事裁定で阿蘇郡となった。1960（昭和35年）年9月
1日、ついに西原村が誕生した。初代村長は荒木三蔵、第1期
の村会議員は18名で第2期から16名となる。以来新たな歩
みを続けている。（『西原村史』2010年より引用・参照）

　初代の西原村長を務め、昭和
51年9月の退任まで29年間もの
長期にわたり村政を担当する。
優良町村として全国表彰をはじ
め、山西村河原村の合併問題、
県道熊本高森線開通など多くの
業績を残した。また、最初の西原
村名誉村民でもある。

西原村の誕生

荒木三蔵

西原夢運太鼓 名誉村民の表彰を受ける山本佐吉元村長
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